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平安時代における時間状況表現と過去を表す助動詞との関わり
Time Adverbs and Past Auxiliary Verbs in Classical Japanese
山本　博子
Hiroko YAMAMOTO
要旨
本論は、平安時代における物語作品を資料として、過去を表す助動詞「き」
とその複合形式「にき」「てき」「たりき」「りき」のアスペクト的意味を、時
間状況表現を通して考察したものである。
　その結果、「き」は継続した動作や不特定回数繰り返される習慣的な動作を
表すのに対し、「にき」「てき」「たりき」「りき」は一定の期間内に完成した動
作を表すという特徴の違いを示すことができた。
はじめに
　日本語教育において、「～まで」「～までに」「～間」「～間に」などの時間状況表現を
導入する際には、主節の動詞との関わりについての指導が必要になる。
　たとえば、『短期集中初級日本語文法総まとめ　ポイント20』には、以下のような表と
説明が見られる。
幅を表すことば ～から　～まで　　～間　　～時間（日／週間／月）　など
点を表すことば ～に　　～までに　～間に　
幅を表すことばは継続的な動きを表す動詞とともに使います。
　…　点を表すことばは瞬間的に完了する動きや変化を表す動詞とともに使います。（P61）
　例文を用いて指導する際にも、「授業が始まるまで、休憩室でお茶を飲んでいました。」
という文は正しいが、「授業が始まるまで、宿題を済ませました。」は、「済ませました」
が継続した動作ではなく完了した動作を表しているので間違いであるという説明をするこ
とが必要である。１
　一方、「時々」や「よく」などの繰り返しを表す時間状況表現の場合は、「時々休憩室で
お茶を飲んでいました。」（作例）でも「時々休憩室で宿題を済ませました。」（作例）でも、
過去において繰り返された動作を表すことができ、「～まで」「～までに」「～間」「～間
に」のような主節における動詞の制限はない。
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　このように時間状況表現と主節の動詞との関係性に目を向けていくことは、平安時代に
おける助動詞のアスペクトの特徴を考えていくうえでも有効である。
本論では、過去の助動詞「き」と、完了の助動詞「ぬ」「つ」「たり」「り」と「き」の
複合形式である「にき」「てき」「たりき」「りき」がどのような時間状況表現とともに用
いられているかを示すことにより、それらのアスペクト的意味の違いの一端を明らかにし
たい。
１、共起する時間状況表現の違い
本論において、資料として用いた平安時代の作品は、『源氏物語』『宇津保物語』『落窪
物語』『狭衣物語』『濱松中納言物語』『堤中納言物語』２である。検討対象とした用例は、
発話時を基準とした時間表現について考えたいため、会話文・手紙文・心内文に限定し
た。
その結果、収集した用例は、「き」が553例、「にき」が130例、「てき」が29例、「たり
き」３が76例である。さらに、これらの中から、継続・期間・繰り返しを表す時間状況表
現と共起する例を抽出した。その用例数の分布状況を以下の表に示す。
なお、本論では、これらの助動詞を、動詞と分けて考えるのではなく動詞の語形として
捉えたいため、以下、それぞれを「き形」「にき形」「てき形」「たりき形」と称する。
き形 にき形 てき形 たりき形
【継続】
～まで
～ほど
3
1
0
0
0
0
0
0
【期間】
～ほどに
～うちに
0
0
5
1
1
0
2
0
【繰り返し】
常に
時々
度々
しばしば
二夜
数多度
5
2
2
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
合計 14 7 2 2
非常に少ない用例数からではあるが、以上の分布状況から、各形式のアスペクト的意味
の特徴を垣間見ることができる。
以下、時間状況表現と共起する用例を示しながら、各形式のアスペクト的意味について
検討していきたい。
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２、継続を表す時間状況表現
「～まで」「～ほど」という継続期間を表す時間状況表現は、「き形」のみと共起し、「に
き形」「てき形」「たりき形」と共起する例は見られなかった。
このことから、「き形」は継続的な動作を表し、「にき形」「てき形」「たりき形」は継続
的な動作を表すことがないという可能性を見出すことができる。
以下に、「き形」の「～まで」の例を示す。
　（１）「今はと見えしまでいとあはれと思ひて、後ろめたげに宣ひしを」と、
… （『源氏物語』橋姫）　
　この例は、八の宮が、自分の妻が亡くなる間際まで子供のことをかわいそうだと言って
いたと回想している場面である。「宣ひし」が、一定の期間継続した動作を表していると
解釈できる。
３、期間を表す時間状況表現
「～ほどに」「～うちに」という期間を表す時間状況表現は、「き形」とは共起する例が
見られなかったが、「にき形」「てき形」「たりき形」とは共起する例が見られた。
このことから、「き形」は完成した動作を表さず、「にき形」「てき形」「たりき形」は完
成した動作を表すという違いを見出すことができる。
以下に、「にき形」「てき形」「たりき形」の「～ほどに」の例を示す。
（２）…「 ～年月を経てし侍りしほどに、皆死に侍りにき。させし人の家には、時のまつ
りこと起こりつつ、にはかに滅び侍りにき」と申せば、
… （『宇津保物語』蔵開・上）
この「にき形」の例は、嫗・翁が仲忠に、年月が経つうちに皆死んでしまったと話して
いる場面である。ある一定の期間に、皆の「死ぬ」という変化が完成したことを表してい
る。………………
（３）…「上野のみこと言ひし人のむすめにいみじうしのびて行通ふやうありしほどに、は
かなう形見とどめてき。～」… （『濵松中納言物語』巻五）
この「てき形」の例は、中納言が式部卿の宮に、唐の親王が上野の皇子の娘のところに
通っている間に親王の子どもができたということを伝えている場面である。女の元に通う
という特定の期間における、子供ができたという完成した出来事が表されている。
　（４）「…～いと気遠くもてなし給ひて、くはしき御有様を見ならし奉りし事はなかりし
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かど、御まじらひの程に、うしろやすきものには思したりきかし。～」
… （『源氏物語』朝顔）
この「たりき形」の例は、源氏が紫の上に、「藤壺は私を遠く隔てていたので、くわし
い様子を拝見することはなかったが、宮中にいる間に、私を安心できる人とお思いになっ
た。」などと話している場面である。宮中にいる間に、藤壺に気持ちの変化が起きたこと、
つまり一定の期間に変化が完成したことを表していると解釈できよう。
４、繰り返しを表す時間状況表現
繰り返しを表す時間状況表現は、「き形」「にき形」「てき形」と共起する例が見られた。
しかし、「常に」「時々」「度々」「しばしば」のような、習慣的な繰り返しを表す時間状
況表現は、「き形」としか共起していなかった。このことから、現代語には見られない主
節の制限があることがわかる。
まず、「き形」の例を示す。
（５）「～幼く侍りし時だに、故母の常に苦しがり教へ侍りし。～」と思ひ騒ぎたるも、
（『源氏物語』常夏）
（６）「 ～悲しさは、『昔は、しばしこそのたまひしか、時々は参り通ひしものを』と思
ふなむ。～」… 　（『宇津保物語』蔵開・下）
　（５）は、近江の君が、父である内大臣に、亡くなった母はいつも早口をやめるように
と言っていたと話している場面である。（６）は、女三の宮が兼雅に、昔は時々行き来し
ていたなどと話している場面である。２例とも、過去に繰り返された動作を表している。…
　次に、「にき形」「てき形」の例を示す。
（７）中納言、「～さるほどに、かかることありしかば、思ふごと、二夜はまかりにき。～」。
… （『宇津保物語』蔵開・下）
　（８）大納言の思しける、「～懲ずべき限りは、数多度してき。～」……
… （『落窪物語』三・三二六）
（７）の「にき形」の例は、源涼が藤原仲忠に「婿取られ、思った通りに二夜通いました。」
などとさま宮との結婚の経緯を話している場面である。（８）の「てき形」の例は、大納
言（落窪の君の夫）が、落窪の君の父に懲らしめるべき限りのことは何度もやったと言っ
ている場面である。
これらは、繰り返された動作を表しているという点では、（５）（６）の「き形」の例と
共通している。しかし、（７）は、二晩という限定的な回数が示されており、（５）（６）
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のような習慣的な動作を表しているというよりは、一定の期間に完結した動作を表してい
ると解釈できる。（８）についても、「時々」「常に」のような日常的に繰り返されたこと
を表す時間状況表現ではなく、「数多度」という動作の量を表す状況表現であることから、
一定の期間に限定的に行われた動作を表していると捉えることができよう。
おわりに
　以上、「き形」「にき形」「てき形」「たりき形」がどのような時間状況表現と共起するか
を検討することにより、各形式のアスペクト的意味について考えた。
　その結果、「き形」は継続した動作や習慣的な動作を表すのに対し、「にき形」「てき形」
「たりき形」は一定の期間内に完成した動作を表すという特徴の違いを見出すことができ
た。「にき形」「てき形」にも、繰り返された動作を表す例が見られたが、これらの例は、
習慣的に続いた動作を表しているというよりは、特定の期間内に行われた限定的な動作を
表していると解釈できた。
　
今後も、古典作品における時間表現を通して、また日本語学習者の時間表現に関わる誤
用表現などを通して、日本語における時間状況表現と主節のアスペクトとの関わりについ
て考えていきたい。
注
１　実際、『ニューアプローチ　中級日本語[基礎編]改訂版』の第６課においては、「 ～まで」の例文
として「授業が始まるまで、休憩室でお茶を飲んでいました。」（P58）が、「 ～までに」の例文とし
て「授業が始まるまでに、急いで宿題を済ませた。」（P59）が示されている。
２　テキストには、『源氏物語』（玉上琢彌注・角川書店）全十巻、『宇津保物語』（室城秀之校注・おう
ふう）、『落窪物語』（日本古典文学全集　小学館）、『狭衣物語』（日本古典文学大系　岩波書店）、『濱
松中納言物語』（日本古典文学大系　岩波書店）、『堤中納言物語』（日本古典文学全集　小学館）を
用いた。引用する用例には、作品名や巻名・巻数を付す。
３　本論では、「たりき」と「りき」は、接続する動詞が異なるだけで意味の違いはないと考えることか
ら、同じ語形として扱い、一括して「たりき」と称する。
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